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新翅類の初期の爆発的放散に直接由来した１１目から
なる多新翅類は、昆虫類のグラウンドプラン、系統進化
を論じる上で大変重要なグループである。しかしなが
ら、多新翅類は昆虫類において最も高次系統の解釈の難
しいグループの一つであり、中でも系統学的位置が特に
定まらないシロアリモドキ目は多新翅類を理解する上で
重要なグループである。このような系統学的議論におい
ては比較発生学的アプローチが有効である。われわれは
これまで、コケシロアリモドキを材料として胚発生過程
の詳細な観察を行ってきた。本研究では、SEMおよび組
織切片によって、腹部付属肢の形成過程を観察したので
報告する。

腹部付属肢の形成過程
腹部では、ステージ６（胚帯伸長期）に前方の体節か

ら付属肢形成が開始される。ステージ７（沈み込み期）
に腹部第１節付属肢すなわち側脚は３分節する。胸部付
属肢との連続相同性から、これらは基部側から順に亜基
節、基節、端肢節であると同定される。ステージ８（イ
ンタートレプシス期）には腹部第２～１０節の付属肢が２
分節し、これらは側脚と同様に基部側から亜基節、基節
であると同定される。ステージ８以降、腹部付属肢は退
化を始める。この過程では、横断面において付属肢底節
由来の外胚葉が腹面中央方向へ伸長する様子が観察さ
れ、このことから腹部付属肢の真腹板形成への参加が示
唆される。

側脚
腹部第１節付属肢（側脚）の端肢節は球状であり、孵

化直前まで保持される（膨出型の側脚）。ステージ９
（胚反転期）以降、側脚の細胞は多量の液胞で満たされ
る。これらのことから側脚が孵化酵素分泌の機能をもつ
ことが示唆される。

腹部第１０節付属肢
腹部第１０節付属肢は、ステージ８以降に二通りの発

達過程を経ることが明らかになった。すなわち、１）大
きく発達し、ステージ１１（背閉鎖完了期）までに退化し
た後、内葉を形成するものと、２）発達することなく退
化するものである。染色体数の比較から、前者が雄、後
者が雌の胚であることが分かった。雄胚の腹部第１０節
付属肢内葉は孵化までに退化消失する。

外胚葉性陥入
SEMにより、ステージ１０（背閉鎖期）後期からステー

ジ１１中期の雄胚において、腹部第７、８節の後端中央に
小さな窪みが観察されるた。これは雌には見られないこ
とから、生殖に関する陥入であることが予想される。昆
虫類では一般に、腹部第７～９節に形成された外胚葉性
陥入から、雄では腹部第９節（射精管）、雌では第７、８
節（それぞれ総輸卵管および付属腺）のものが発達し、
生殖管の開口を形成するとされている（Johannsenand
Butt,１９４１;Matsuda,１９７６）。ステージ１０初期からステー
ジ１１中期までの胚約１０個体について組織切片を作製し、
詳細に観察した結果、雌雄両方の胚において腹部第７お
よび８節の後端中央に腹側正中陥入（spina）が形成され
るものの、雄胚に特別な構造は確認されなかった。ま
た、腹部第９節に外胚葉性陥入は見られなかった。これ
らの結果から、コケシロアリモドキの生殖管の分化はス
テージ１１中期以降に起こることが示唆される。シロア
リモドキ目の生殖管形成に関する研究はこれまでにない
ため、さらに詳しく調べていきたい。
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